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豚熱の国内発生が続いており、高病原性鳥インフルエンザウイルスにおいては 3 月時

点でも国内の野鳥から検出されています。 

また、アフリカ豚熱、口蹄疫は近隣諸国での発生が続いており、他の病原体も含め侵

入の機会をうかがっています。 

今一度、飼養衛生管理基準を確認し、病原体侵入リスクを下げましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和３年４月１日付け人事異動 
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令和3年(2021)年 4月 9日 

消毒は伝染病予防の第一歩 
 

R3-1 

今一度、飼養衛生管理の自己点検を！！ 

＜畜舎周辺＞ 
衛生管理区域と言います 

＜畜舎＞ 

１.家畜の世話をする前後は、手

洗い・消毒をする。 

５.畜舎に野鳥やネズミ

などが入れる隙間がある

場合、防鳥ネット等によ

り侵入防止をする。 

４.ネズミや害虫の 

駆除をする。 

２.畜舎に入る時は、専用

衣服と専用靴に履替える。 

３.農場内に未消毒の車

両を入れない。 


